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平 成 ３ ０ 年 度 予 算 案 を は じ め と す る 重 要 な 議 案 を ご 審 議 い た だ く 新

宮 町 議 会 第 １ 回 定 例 会 の 開 会 に 当 た り 、 新 年 度 に 臨 む 町 政 運 営 の 方 針 と

施 策 の 概 要 に つ い て 申 し 述 べ 、 議 員 各 位 の ご 賛 同 と 併 せ て 町 民 の 皆 様 の

ご 理 解 を 賜 り た い と 存 じ ま す 。   

さ て 、 最 近 の 世 界 情 勢 に つ き ま し て は 、 自 国 第 一 主 義 を 掲 げ る ア メ リ

カ の 対 応 、 金 融 資 本 主 義 に よ る 格 差 社 会 の 助 長 な ど を 受 け 、 混 迷 の 度 合

いを増しており、分断と対立という構図が浮き彫りになってきています。

と り わ け 、 北 朝 鮮 に よ る 弾 道 ミ サ イ ル の 発 射 や 核 実 験 の 強 行 な ど 傍 若 無

人 な 行 動 は 、 ア メ リ カ と 北 朝 鮮 の 間 に 位 置 す る 我 が 国 の 安 全 保 障 の あ り

方 に つ い て 極 め て 憂 慮 す べ き 事 案 と な っ て お り 、 政 権 が 目 指 す 憲 法 ９ 条

改 正 の 動 き に も 今 後 注 視 が 必 要 で す 。  

国 内 経 済 に 目 を 向 け ま す と 、 ア ベ ノ ミ ク ス 「 新 ・ 三 本 の 矢 」 の 取 組 み

も あ り 、 我 が 国 の Ｇ Ｄ Ｐ は 名 目 ・ 実 質 と も に 増 加 、 企 業 収 益 は 過 去 最 高

を 記 録 い た し ま し た 。 失 業 者 の 減 少 や 雇 用 ・ 所 得 環 境 の 改 善 な ど 、 経 済

の 好 循 環 が 実 現 し つ つ あ る よ う で す が 、 そ の 一 方 で 、 多 く の 国 民 が 賃 金

の 上 昇 な ど そ の 成 果 を 実 感 で き て い な い こ と も 問 題 視 さ れ て い ま す 。  

ま た 、 科 学 技 術 に 関 し て は 「 Ａ Ｉ 」 い わ ゆ る 人 工 知 能 の 発 達 が め ざ ま

し く 、 こ れ ま で 人 が す る の が 当 た り 前 と 言 わ れ て い た 介 護 や ク ル マ の 運

転 な ど へ の Ａ Ｉ の 開 発 や ロ ボ ッ ト の 導 入 が 進 ん で い ま す 。 こ の こ と は 、

新 た な ビ ジ ネ ス チ ャ ン ス を 生 み 出 す と と も に 特 定 の 既 存 産 業 は 衰 退 す る

な ど 、 １ ０ 年 後 の 業 界 や 職 業 を 一 変 さ せ る と ま で 言 わ れ て い ま す 。 便 利

に な る 一 方 で 、 人 と 人 と の つ な が り や 思 い や り の 心 が 失 わ れ て い く の で

は な い か と 思 う と こ ろ で も あ り ま す 。  

本 町 の 現 状 に 関 し ま し て は 、 本 年 １ 月 末 の 人 口 は ３ ２ ， ６ ２ ０ 人 で 、

前 年 同 期 と 比 べ ６ ２ ９ 人 の 増 と な っ て お り ま す 。 平 成 ２ ５ 年 度 以 降 ３ 年

間 、 毎 年 １ ， ０ ０ ０ 人 以 上 の 人 口 増 加 を し て い た 時 期 か ら 比 べ ま す と 、

落 ち 着 き を 取 り 戻 し て き て い る も の の 緩 や か に 人 口 増 加 が 続 い て い ま す 。

こ れ は 、 交 通 利 便 性 や 生 活 イ ン フ ラ の 充 実 に 伴 い 、 中 心 市 街 地 以 外 の 周

辺 地 域 で も 住 宅 開 発 が 進 ん で き て い る も の と 分 析 し て い ま す 。  
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ま た 、 平 成 ２ ９ 年 度 の 町 政 全 般 に つ い て は 、 ま ず 、 昨 年 ９ 月 に は 、 人

口 増 に 伴 う 保 育 施 設 及 び 義 務 教 育 施 設 整 備 の 総 仕 上 げ と も 言 え る 三 代 ・

上 府 地 区 の 新 設 中 学 校 建 設 に 着 工 す る こ と が で き ま し た 。  

昨 年 は こ の 新 設 中 学 校 に 隣 接 す る 防 災 活 動 拠 点 「 新 宮 ふ れ あ い の 丘 公

園 」 の 整 備 工 事 を 進 め 、 こ れ ら の 工 事 は 順 調 に 推 移 し て き て い ま す 。 昨

年 ７ 月 に 朝 倉 地 域 で 発 生 し た 九 州 北 部 豪 雨 は 、 も は や 異 常 気 象 と い う 言

葉 で 片 付 け ら れ る も の で は な く 、 い つ ど こ で 大 規 模 な 災 害 が お こ る か も

し れ な い と い う こ と を 思 い 知 ら さ れ ま し た 。 本 町 で は 土 砂 災 害 が 懸 念 さ

れ る 地 域 等 に お い て 防 災 行 政 無 線 戸 別 受 信 機 を 配 備 す る と と も に 、 防 災

活 動 拠 点 の 整 備 を 急 い で お り、着 実 に 防 災 体 制 の 強 化 を 図 っ て お り ま す 。 

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 に 策 定 し ま し た 「 新 宮 町 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 総 合

戦 略 」 の 重 点 事 項 で も あ る 「 東 部 地 域 の 振 興 策 の 推 進 」 、 「 相 島 の 振 興

策 の 推 進 」 に つ い て も 、 具 体 的 な ビ ジ ョ ン や 事 業 化 に 向 け 地 域 や 関 係 団

体 と の 合 意 形 成 と 機 運 の 醸 成 に つ と め 、 少 し ず つ そ の 成 果 が 見 え て き た

と こ ろ で す 。  

こ れ ら を 着 実 に 推 進 す る こ と が で き た こ と は 、 町 議 会 の 皆 様 は も と よ

り 、 町 民 の 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 の 賜 物 で あ る と 改 め て 感 謝 を 申 し 上 げ

る 次 第 で す 。  

そ れ で は 、 新 年 度 に お け る 主 要 施 策 、 新 規 事 業 、 特 徴 的 事 業 等 そ の 概

要 に つ い て 、 第 ５ 次 総 合 計 画 基 本 構 想 の テ ー マ 毎 に 分 け て 説 明 し て ま い

り ま す 。 ま た 、 事 業 費 の 多 少 に 関 わ ら ず 、 私 の 考 え 方 や 取 組 み 姿 勢 に つ

い て も 触 れ さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す 。  

総 合 計 画 の 第 １ 章 か ら 第 ３ 章 ま で 、 子 育 て 支 援 や 教 育 ・ 文 化 、 人 権 な

ど の 分 野 に つ い て で す 。  

子 育 て 環 境 の 充 実 に つ い て 、 ま ず 保 育 所 で の 待 機 児 童 対 策 に つ い て は、

保 育 士 の 確 保 が 厳 し い こ と に よ り ０ 、 １ 、 ２ 歳 を 中 心 に 待 機 児 童 が 発 生

し て い る た め 、 保 育 所 と の 連 携 を さ ら に 密 に し な が ら 保 育 士 確 保 の た め

の 補 助 金 を 継 続 し 、 待 機 児 童 解 消 に 努 め ま す 。 ま た 、 ４ 月 の 子 育 て 支 援

課 の シ ー オ ー レ 新 宮 へ の 移 転 と 併 せ 、 子 育 て 世 代 包 括 支 援 セ ン タ ー の 体
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制 を 強 化 し 、 妊 娠 か ら 出 産 、 育 児 ま で 切 れ 目 の な い 支 援 を 行 い 子 育 て 中

の 家 族 の 不 安 解 消 に 努 め ま す 。  

次 に 、 来 年 ４ 月 に 開 校 を 予 定 し て お り ま す 新 設 中 学 校 建 設 工 事 に つ い

て は 、 本 年 １ ２ 月 に 工 事 が 終 了 す る 予 定 で す 。 最 大 収 容 生 徒 数 が 約 ６ ０

０ 名 と な る こ の 新 設 中 学 校 は 、 コ ン パ ク ト で 建 設 費 を 抑 制 し つ つ 、 採 光

や 通 風 、 人 の 動 線 に も 配 慮 し 、 雨 天 や 災 害 時 に も 利 用 可 能 な ビ ッ グ ル ー

フ を 設 け る な ど 多 目 的 な 利 用 が 可 能 な 学 校 と な り ま す 。 新 年 度 は 、 昨 年

発 足 し た 開 校 準 備 委 員 会 で の 開 校 準 備 を 本 格 化 さ せ 、 生 徒 、 保 護 者 、 校

区 の 皆 様 、 ま た 教 職 員 や 行 政 が そ れ ぞ れ 物 心 両 面 に お い て 新 た な る ス タ

ー ト が 切 れ る よ う 万 全 を 期 し ま す 。 ま た 、 本 町 の 長 年 の 懸 案 事 項 で あ り

ま し た 中 学 校 で の 給 食 の 実 施 に つ き ま し て 、 新 設 中 学 校 に 併 せ 新 宮 中 学

校 で も 工 事 を 同 時 に 進 め て お り 、 来 年 ４ 月 か ら は 町 立 の 全 小 中 学 校 で 完

全 自 校 式 給 食 と な り ま す 。  

そ し て 、 本 町 の 小 中 学 校 は 県 下 で も 屈 指 の 学 力 を 示 し 、 互 い に 切 磋 琢

磨 す る 良 好 な 学 習 環 境 に あ る と 言 え ま す が 、 今 後 も 学 習 面 に お い て は 各

支 援 員 を 配 置 す る と と も に 、 心 身 の 健 全 な 発 達 の た め 、 ス ク ー ル カ ウ ン

セ ラ ー 、 心 の 教 室 相 談 員 、 特 別 支 援 教 育 巡 回 相 談 員 等 が き め 細 や か に 対

応 し て ま い り ま す 。 ま た 、 教 育 長 か ら は 「 ２ ０ ２ ０ 年 度 の 新 学 習 指 導 要

領 へ の 完 全 移 行 を 踏 ま え 、 特 に 小 学 校 に お い て は ３ 年 生 か ら ６ 年 生 で 導

入 さ れ る 「 外 国 語 活 動 」 や 「 外 国 語 科 」 の 授 業 時 間 数 確 保 に つ い て は 、

国 の 基 準 を １ 年 前 倒 し し 、 平 成 ３ １ 年 度 （ ２ ０ １ ９ 年 度 ） か ら 先 行 実 施

を し た い 」 と の 意 向 も 聴 い て い る と こ ろ で す 。  

一 方 、 新 宮 小 学 校 や 新 宮 東 小 学 校 、 新 宮 北 小 学 校 な ど 町 の 中 央 部 の 小

中 学 校 は 非 常 に 児 童 ・ 生 徒 数 が 多 い の に 対 し 、 相 島 小 学 校 及 び 新 宮 中 学

校 相 島 分 校 で は 生 徒 ・ 児 童 が 極 端 に 少 な く 、 立 花 小 学 校 も そ の 傾 向 が ご

ざ い ま す 。 地 域 振 興 と い う こ と に も 関 連 し ま す が 、 相 島 の 小 中 学 校 に つ

い て は 、 新 年 度 か ら い わ ゆ る 「 漁 村 留 学 」 を 開 始 す る 予 定 で す 。 ４ 月 か

ら 、 小 学 生 １ ２ 名 、 中 学 生 ３ 名 が 島 外 か ら 通 学 す る こ と に な っ て お り 、

町 営 渡 船 の 通 学 定 期 設 定 や コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス の 利 用 補 助 を 実 施 す る 予 定
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で す 。 地 域 で 子 ど も た ち を 見 守 る 土 地 柄 や 人 情 、 海 に 囲 ま れ た 特 色 あ る

学 習 環 境 な ど は 、 成 長 期 の 子 ど も た ち に と っ て 貴 重 な 経 験 に な る も の と

期 待 し て い ま す 。 同 様 に 立 花 小 学 校 で の 校 区 外 通 学 と い う 選 択 肢 が あ る

と い う こ と に つ い て も 広 く 周 知 し た い と 思 っ て い ま す 。  

また、そぴあしんぐうでは、イベント時に駐車場が不足しているため、

芝 生 広 場 を 改 修 し ４ ０ 数 台 の 駐 車 場 を 増 設 い た し ま す 。 併 せ て 、 そ ぴ あ

し ん ぐ う は 竣 工 後 １ ５ 年 が 経 過 し 、 施 設 本 体 及 び 機 械 設 備 の 更 新 時 期 を

迎 え て い ま す 。 昨 年 ま で に 音 響 設 備 の 改 修 と 太 陽 光 発 電 設 備 の 設 置 を 行

い ま し た が 、 平 成 ３ ０ 年 度 以 降 も 、 空 調 機 の 改 修 、 照 明 の Ｌ Ｅ Ｄ 化 関 係

工 事 を 国 の 補 助 金 を 活 用 し な が ら 実 施 す る 方 向 で 検 討 し た い と 思 っ て い

ま す 。 ま た 、 人 口 増 に 伴 い 、 シ ー オ ー レ 新 宮 や そ ぴ あ し ん ぐ う で の 貸 館

や 各 種 運 動 施 設 の 利 用 ニ ー ズ が 増 大 し て い る こ と か ら 、 生 涯 学 習 の 推 進

と 優 遇 制 度 の バ ラ ン ス を と る べ く 関 係 団 体 等 と の 協 議 を 深 め 、 多 く の 町

民 が 適 切 に 利 用 で き る よ う 努 め ま す 。  

人 権 行 政 の 分 野 で は 、 新 宮 町 人 権 教 育 ・ 啓 発 基 本 指 針 並 び に 同 実 施 計

画 に 基 づ き 、 人 が 輝 き 人 権 が 尊 重 さ れ る ま ち を 目 指 し 、 あ ら ゆ る 差 別 に

対 す る 啓 発 や 教 育 を 積 極 的 に 推 進 す る と と も に 、 ７ 月 に 開 催 す る 「 三 月

間 町 民 の つ ど い 」 や １ ２ 月 の 「 人 権 フ ェ ス テ ィ バ ル 」 の 継 続 と 充 実 を 図

り ま す 。  

総 合 計 画 の 第 ４ 章 か ら 第 ６ 章 ま で 、土地利用や道路・交通、上 下水道、

防 災 や 環 境 な ど の 分 野 に つ い て で す 。  

新 設 中 学 校 に 隣 接 し 防 災 活 動 拠 点 と し て の 機 能 を 併 せ 持 つ 「 新 宮 ふ れ

あ い の 丘 公 園 整 備 事 業 」 に つ き ま し て は 、 引 き 続 き 造 成 工 事 を 継 続 し 施

設 整 備 を 行 う と と も に 、周辺 の 安 全 な ア ク セ ス 道 路 の 整 備 等 を 行 い ま す 。

ま た 、 新 設 中 学 校 や ふ れ あ い の 丘 公 園 の 隣 接 区 域 で 準 備 組 合 が 設 立 さ れ

た 三 代 土 地 区 画 整 理 事 業 に つ い て は 、 事 業 実 施 に 向 け た 国 や 県 な ど 関 係

機 関 と の 協 議 を 継 続 し 、 都 市 計 画 道 路 三 代 ・ 的 野 線 の 計 画 法 線 の 変 更 等

に つ い て の 検 討 業 務 を 実 施 し ま す 。 さ ら に 、 高 齢 化 や 後 継 者 不 足 の た め

市 街 化 区 域 編 入 意 向 が あ る 下 府 農 地 に つ い て は 、 土 地 区 画 整 理 事 業 に よ
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る 開 発 の 検 討 が 進 め ら れ て い る こ と か ら 、 今 後 、 地 元 と の 協 議 を 深 め て

い き ま す 。  

道 路 関 係 で は 、 的 野 ・ 寺 浦 地 区 の 地 域 振 興 を 図 る た め 、 町 道 的 野 ・ 寺

浦線を拡幅・改良する工事に着手する予定で進めています。数年後には、

両 地 域 を マ リ ン ク ス 運 行 で つ な ぐ こ と に よ り 、 地 元 住 民 の 交 通 利 便 性 が

格 段 に 向 上 す る も の と 期 待 し て い ま す 。  

老 朽 化 が 著 し い 雲 雀 ケ 丘 町 営 住 宅 に つ い て は 、 緑 ケ 浜 池 埋 立 地 へ の 移

転 ・ 建 替 え で 地 元 協 議 が ま と ま っ た こ と を 受 け 、 測 量 設 計 、 建 築 設 計 を

行 う 予 定 で す 。 建 築 工 事 は 平 成 ３ １ 年 度 を 予 定 し て お り 、 低 所 得 者 、 高

齢 者 、 障 が い 者 、 ひ と り 親 家 庭 な ど 様 々 な 福 祉 目 的 の 新 た な 町 営 住 宅 と

な る わ け で ご ざ い ま す 。  

下 水 道 事 業 に つ い て は 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 公 営 企 業 法 の 適 用 を 受 け る

公 営 企 業 会 計 に 移 行 す る こ と に し て お り 、 新 た な 会 計 制 度 の も と に 、 緑

ケ 浜 地 区 や 三 代 地 区 で の 汚 水 管 渠 築 造 工 事 を 継 続 的 に 実 施 す る と と も に 、

下 水 道 施 設 ス ト ッ ク マ ネ ジ メ ン ト 計 画 に 基 づ き 、 施 設 の 適 切 な 維 持 ・ 更

新 工 事 を 実 施 し ま す 。  

相 島 の 簡 易 水 道 施 設 に つ い て は 、 配 水 管 の 老 朽 化 に 伴 う 漏 水 対 策 並 び

に 渇 水 対 策 と し て の 水 源 確 保 と い う 両 面 で の 対 策 が 必 要 で す 。 漏 水 対 策

に つ い て は 、 ３ 年 計 画 で 実 施 し て い る 配 水 管 布 設 替 工 事 が 平 成 ３ ０ 年 度

で 終 了 す る た め 、 工 事 前 と 比 較 し て 有 収 率 の 向 上 が 期 待 で き ま す 。 後 者

の 水 源 対 策 に つ い て 、 新 年 度 は 、 第 １ 貯 水 池 堤 防 の 止 水 工 事 を 実 施 す る

と と も に 、 な お も 水 不 足 が 継 続 す る 場 合 に は 、 海 水 淡 水 化 装 置 の 一 時 的

な 導 入 も や む を 得 な い と 考 え て い ま す 。 長 期 的 な 対 策 と し て は 、 現 有 施

設 の 更 新 、 海 水 淡 水 化 装 置 の 導 入 、 海 底 送 水 管 の 新 設 な ど 総 合 的 に 検 討

し て ま い り ま す 。 ま た 、 相 島 地 区 の 可 燃 ゴ ミ に つ い て は 、 処 理 施 設 の 老

朽 化 に 伴 い 修 繕 料 が 嵩 ん で い る こ と か ら 経 費 削 減 を 目 的 と し て ４ 月 か ら

島 外 に 搬 出 し 古 賀 清 掃 工 場 で 処 理 す る と と も に 、 旧 相 島 じ ん 芥 処 理 場 及

び 現 相 島 じ ん 芥 処 理 場 の 焼 却 炉 は 解 体 撤 去 し ま す 。  

福 工 大 前 駅 自 転 車 駐 車 場 に つ い て は 、 赤 字 幅 の 縮 減 の た め 、 ゲ ー ト 機
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械 の 導 入 を 行 い 人 件 費 な ど 管 理 運 営 費 の 削 減 に 努 め ま す 。  

災 害 対 策 に つ い て は 、 地 域 防 災 力 の 向 上 と 防 災 知 識 の 習 得 を 図 る た め、

防 災 専 門 官 の 確 保 を 継 続 し 、 自 主 防 災 組 織 の 設 立 促 進 や 各 種 団 体 を 対 象

に し た 出 前 講 座 の 開 催 に 努 め ま す 。 ま た 、 本 年 ６ 月 に 実 施 さ れ る 福 岡 県

総 合 防 災 訓 練 が 粕 屋 北 部 消 防 署 管 内 を 会 場 と し て 実 施 さ れ る こ と か ら 、

よ り 多 く の 町 民 の 参 加 を 促 進 し 、 防 災 意 識 の 高 揚 に 努 め ま す 。                               

こ の ほ か 、 新 年 度 は 、 三 代 地 区 の 国 土 調 査 事 業 の 継 続 、 高 松 神 社 付 近

の 住 居 表 示 の 実 施 な ど を 行 う こ と と し て お り ま す 。  

総 合 計 画 の 第 ７ 章 か ら 第 １ ０ 章 ま で 、 健 康 ・ 福 祉 、 産 業 振 興 、 地 域 振

興 や 行 政 経 営 な ど の 分 野 に つ い て で す 。  

ま ず 、 国 民 健 康 保 険 事 業 に つ き ま し て は 、 本 年 ４ 月 か ら 国 保 財 政 等 を

県 と 各 自 治 体 が 共 同 し て 運 営 す る こ と と な っ て い ま す 。 今 後 の 課 税 の 一

本 化 を 見 据 え 、 今 般 、 県 が 示 し た 本 町 の 保 険 税 率 に 近 い 税 率 を 採 用 し た

い と 考 え て い ま す が 、 資 産 割 を 廃 止 す る こ と に 伴 う 減 額 分 は 、 均 等 割 と

世 帯 割 の 増 額 に よ っ て 補 う こ と に し た い と 思 っ て い ま す 。 本 議 会 に お い

て 、 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 改 正 議 案 を 上 程 さ せ て い た だ き ま す が 、 持 続

可 能 な 医 療 保 険 制 度 を 構 築 す る に は 必 要 で あ る と 考 え て い ま す。今 後 は 、

納 税 者 の ご 理 解 が 得 ら れ る よ う 丁 寧 に ご 説 明 を さ せ て い た だ く 所 存 で す 。 

介 護 保 険 法 の 改 正 に 伴 い 、 高 齢 者 を 地 域 社 会 全 体 で 支 え る 仕 組 み を つ

く る た め 、 社 会 福 祉 協 議 会 と と も に 「 し ん ぐ る っ と ～ 支 え 合 い の ま ち づ

く り 推 進 会 議 ～ 」 の 活 動 を 継 続 し 、 町 全 体 の 取 組 み か ら 各 地 域 の 実 情 に

合 わ せ た き め 細 や か な 取 組 み に ま で 深 化 さ せ ま す 。 そ し て 、 高 齢 者 の 働

く 場 の 創 出 と 生 き が い づ く り の た め 、 新 宮 町 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー と の

連 携 を 強 化 し ま す 。  

本 町 の 高 齢 化 率 は 、現 在 県 内 で 一 番 低 い 状 況 で す が 、他 の 市 町 村 同 様、

高 齢 化 率 と 高 齢 者 人 口 は 着 実 に 増 加 し て き て い ま す 。 近 い 将 来 、 高 齢 者

向 け サ ー ビ ス や 介 護 予 防 事 業 の 更 な る 充 実 が 求 め ら れ て く る こ と は 必 定

で あ る た め 、 介 護 予 防 に も 活 用 で き る 新 た な 交 流 施 設 を 建 設 す る こ と で

今 回 設 計 予 算 を 計 上 さ せ て い た だ き ま し た 。 ふ れ あ い の 丘 公 園 の 一 角 に
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位 置 す る こ の 施 設 は 、 多 世 代 交 流 や 軽 運 動 が で き る 多 目 的 ホ ー ル 、 町 老

人 ク ラ ブ の 事 務 所 機 能 も 有 し 、 元 気 で 健 康 な 高 齢 者 づ く り や 町 民 相 互 の

交 流 拠 点 に な る も の と 期 待 し て い ま す 。  

町 民 の 健 康 づ く り に つ い て は 、 食 生 活 の 乱 れ や 栄 養 の 偏 り が 生 活 習 慣

病 や 介 護 リ ス ク の 要 因 と な っ て い る こ と か ら 、 現 在 策 定 中 の 「 健 康 増 進

計画」に基づく事業実施と併せ、平成３０年度から管理栄養士を配置し、

子 ど も か ら 高 齢 者 ま で 各 世 代 に お け る 食 生 活 指 導 や 栄 養 管 理 を 幅 広 く 実

施 し て ま い り ま す 。  

農 業 振 興 に 関 し ま し て は 、 各 農 家 で の 農 業 機 械 購 入 費 用 が 収 益 を 上 げ

る た め の 負 担 に な っ て い る た め 、 近 く 設 立 予 定 の 湊 地 区 で の 稲 作 用 農 業

機 械 利 用 組 合 に 対 し 共 同 利 用 に か か る 機 械 購 入 助 成 を 行 い ま す 。 ま た 、

近 年 有 害 鳥 獣 に よ る 農 作 物 被 害 が 増 加 し て い る た め 、 平 成 ２ ９ 年 度 か ら

拡 充 し た 経 費 助 成 制 度 に つ い て 周 知 ・ 案 内 に 努 め ま す 。  

ま た 、 新 宮 町 に は 、 潮 風 や 飛 び 砂 か ら 暮 ら し を 守 る た め 、 江 戸 時 代 に

植 林 さ れ た 「 楯 の 松 原 」 が ご ざ い ま す 。 こ の 広 大 な 松 林 を 保 全 し 、 町 民

の 憩 い の 場 と し て 活 用 さ せ て い た だ く に は 、 地 域 、 企 業 、 学 校 な ど と の

協 働 の 取 組 み が 不 可 欠 で あ り 、 現 在 、 そ れ ら の 団 体 に 理 解 と 協 力 を 求 め

て い る と こ ろ で す 。 平 成 ３ ０ 年 度 は 、 ク リ ー ン 作 戦 な ど を 含 め 、 比 較 的

規 模 の 大 き な 松 の 保 全 活 動 を ５ 回 か ら ６ 回 実 施 す る こ と で 計 画 し て い ま

す 。  

次 に 、 地 方 創 生 、 い わ ゆ る 地 域 振 興 策 に つ い て で ご ざ い ま す 。 人 口 増

加 が 著 し い 町 の 中 心 地 域 と は 対 照 的 に 、 人 口 減 少 が 顕 著 な 相 島 地 区 、 ま

た 今 後 高 齢 化 や 人 口 減 少 が 懸 念 さ れ る 立 花 口 区 や 的 野 区 な ど に お い て は 、

そ の 地 域 特 性 に 応 じ た 地 域 振 興 策 が 必 要 で す 。 地 域 住 民 の 皆 様 と と も に

策定中の「相島活性化プラン」や地域ごとのまちづくり計画書をもとに、

継 続 的 、 か つ 、 よ り 具 体 的 な 地 域 振 興 策 を 進 め て ま い り ま す 。 そ の 一 環

と し て 、 相 島 地 域 に お い て は 、 前 述 の 小 中 学 生 対 象 の 漁 村 留 学 の 開 始 と

地 域 の 協 力 の も と 空 き 家 の 有 効 活 用 に 積 極 適 に 取 組 み ま す 。 ま た 、 定 住

や 移 住 を 促 進 す る た め 、 空 き 家 の 利 活 用 に か か る 支 援 制 度 の 整 備 に つ い
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て も 具 体 的 に 検 討 し ま す 。 ま た 、 地 域 振 興 策 に つ い て 、 幸 い に も 各 地 域

で 様 々 な 地 域 お こ し 団 体 が 主 体 的 に 趣 向 を 凝 ら し た イ ベ ン ト を 展 開 さ れ

て お り ま す 。 猫 の 島 と し て 有 名 に な っ た 相 島 で は 「 相 島 春 フ ェ ス タ ！ 」

や「いけま売り」、的野地区では「サンライズフェスティバルＩＮ的野」、

立 花 口 地 区 で は 晩 秋 の 「 竹 灯 籠 ま つ り 」 な ど の イ ベ ン ト が 年 々 盛 況 と な

ってきています。町としましても、このようなイベントや交流を通じて、

そ の 地 域 の 良 さ を 実 感 し て い た だ け る よ う 、 し っ か り 支 援 し て ま い り ま

す 。  

特 産 品 の 活 用 に よ る 地 域 振 興 と 自 主 財 源 の 確 保 と い う 目 的 で 、 一 昨 年

か ら 開 始 し た 返 礼 品 を 伴 う ふ る さ と 納 税 事 業 は 、 平 成 ２ ８ 年 度 の 寄 附 額

が ５ 億 ４ 千 万 円 強 で あ っ た の に 対 し 、 平 成 ２ ９ 年 度 は ２ 月 上 旬 に は １ ０

億 円 を 突 破 し 非 常 に 好 調 で 、 貴 重 な 自 主 財 源 と な っ て い ま す 。 協 力 事 業

者 と の 交 渉 や 特 産 品 の 調 達 に 係 わ る 新 宮 町 お も て な し 協 会 の 頑 張 り も あ

り 、 特 に 、 あ ま お う や ミ カ ン な ど の 農 産 品 や 明 太 子 な ど の 海 産 品 は 人 気

を 博 し て い ま す 。 今 後 も 、 こ の よ う な 地 道 な 取 組 み の 中 で 、 地 元 農 水 産

事 業 者 や 地 元 企 業 の 収 益 ア ッ プ と 新 た な 参 加 に つ な が れ ば と 思 っ て い ま

す 。  

行 政 組 織 に つ き ま し て は 、 今 年 の ４ 月 か ら 既 存 の 公 共 施 設 で あ る そ ぴ

あ し ん ぐ う 、 シ ー オ ー レ 新 宮 、 社 会 福 祉 セ ン タ ー 、 そ れ ぞ れ を 「 生 涯 学

習 」 「 子 育 て と 健 康 」 「 高 齢 者 福 祉 」 の 拠 点 に す べ く 組 織 改 革 を 行 い ま

す 。 ま ず 、 そ ぴ あ し ん ぐ う に つ い て は 、 社 会 教 育 課 を 移 転 さ せ 管 理 を 直

営 化 す る と と も に 、 障 が い 者 の 雇 用 機 会 拡 充 の た め 喫 茶 ル ー ム を オ ー プ

ン さ せ ま す 。 ま た 、 シ ー オ ー レ 新 宮 １ 階 に つ い て は 、 子 育 て と 健 康 の 館

と 位 置 づ け 、 子 育 て 支 援 課 を 移 転 さ せ る こ と に し て い ま す 。 ま た 、 社 会

福 祉 協 議 会 の 所 有 で あ っ た 町 社 会 福 祉 セ ン タ ー は 、 ４ 月 か ら 「 新 宮 町 福

祉 セ ン タ ー 」 と 名 称 を 改 め 町 の 施 設 と し 、 そ こ に 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

や 健 康 福 祉 課 の 高 齢 者 福 祉 担 当 を 異 動 さ せ る こ と で 、 相 談 体 制 の 充 実 や

社 会 福 祉 協 議 会 と の 事 業 連 携 を 図 っ て ま い り ま す 。 こ の 件 に つ い て は 、

す で に 広 報 や ホ ー ム ペ ー ジ 等 を 通 じ 、 住 民 や 関 係 者 の 皆 様 に 周 知 し て い
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る と こ ろ で あ り 、 今 後 も さ ら な る サ ー ビ ス 向 上 に 努 め て ま い り ま す 。  

情 報 の 公 開 に 関 し ま し て 、 ４ 月 か ら は リ ニ ュ ー ア ル し た 町 公 式 ホ ー ム

ペ ー ジ の 運 用 を 開 始 し 、 使 い や す く 、 見 や す い ホ ー ム ペ ー ジ に い た し ま

す 。 ま た 、 こ れ ま で １ ５ 行 政 区 ・ ２ ５ 回 を 数 え て い る 行 政 懇 談 会 は 、 地

域 の 要 望 や 住 民 の 皆 様 の 声 を 直 接 お 聞 き し 、 行 政 と 町 民 の 距 離 を 縮 め る

い い 機 会 で あ る と 思 っ て お り ま す の で 、 今 後 も 継 続 し て ま い り ま す 。  

最 後 に 、 平 成 ３ ０ 年 度 予 算 の 概 要 に つ い て 、 国 の 動 向 も 含 め 申 し 述 べ

ま す 。  

ま ず 、 本 町 予 算 と も 関 連 す る 国 の 平 成 ３ ０ 年 度 予 算 は 、 生 産 性 向 上 に

よ る 経 済 再 生 と 財 政 健 全 化 を 両 立 さ せ る と と も に 、 非 正 規 雇 用 の 処 遇 改

善 や 長 時 間 労 働 の 是 正 な ど の 働 き 方 改 革 、 さ ら に は 保 育 の 受 け 皿 整 備 な

ど 「 人 づ く り 革 命 」 関 連 施 策 を 盛 り 込 ん だ も の と な る よ う で す 。 ま た 、

地 方 財 政 対 策 で は 、 地 方 の 一 般 財 源 総 額 に つ い て は 、 子 ど も 子 育 て 支 援

等 の 社 会 保 障 関 係 費 を 適 切 に 計 上 し 、 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 事 業 費 を

前 年 と 同 額 の １ 兆 円 計 上 す る こ と 等 に よ り 、 前 年 を 上 回 る ６ ２ 兆 １ 千 億

円 を 確 保 す る と し な が ら も 、 内 訳 で は 地 方 税 の 増 収 部 分 ４ 千 億 円 相 当 を

地 方 交 付 税 及 び 臨 時 財 政 対 策 債 の 減 で 相 殺 す る も の と な っ て い ま す 。  

そ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 策 定 し た 平 成 ３ ０ 年 度 の 予 算 案 で す が 、 一 般

会 計 は 、 予 算 総 額 １ ３ ３ 億 ８ ， ２ ５ ０ 万 ４ 千 円 で 、 対 前 年 比 １ ９ ． ４ ％

の 増 と な り 、 水 道 事 業 会 計 及 び 公 共 下 水 道 事 業 会 計 を 除 く ７ つ の 特 別 会

計 の 予 算 総 額 は ２ ８ 億 ８ ，２ ３ ０ 万 ６ 千 円 で 、対 前 年 比 １ ２ ．２ ％ の 減、

水 道 事 業 会 計 は １ １ 億 ４ ， ５ ６ ６ 万 ３ 千 円 で 対 前 年 比 ４ ． ０ ％ の 増 、 公

共 下 水 道 事 業 会 計 は １ ８ 億 ７ ， ２ ７ ７ 万 ４ 千 円 で 特 別 会 計 で あ っ た 前 年

と 比 較 す る と ２ ９ ． ９ ％ の 増 と な り ま し た 。 平 成 ３ ０ 年 度 も 、 新 設 中 学

校 建 設 や 新 宮 ふ れ あ い の 丘 公 園 整 備 事 業 の 継 続 、 一 部 事 務 組 合 負 担 金 の

増 加 、 さ ら に は 扶 助 費 や 公 債 費 な ど 義 務 的 経 費 の 増 に よ り 、 財 政 的 に 厳

し い 状 況 が 続 く 見 込 み で あ る こ と か ら 、 創 意 工 夫 に よ る 事 業 の 選 択 と 集

中 を 徹 底 し 、 最 小 経 費 に よ る 最 大 効 果 の 実 現 を 目 標 と し て 策 定 い た し ま

し た 。  
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今 後 の 財 政 運 営 に つ き ま し て は 、 近 い 将 来 に 予 測 さ れ る 事 業 を 的 確 に

見 定 め る と と も に 、 随 時 「 財 政 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 」 に よ る 財 政 チ ェ ッ ク

を 行 い な が ら 、 政 策 、 事 務 事 業 を 進 め て ま い り ま す 。  

最 後 に な り ま す が 、 私 達 の 子 や 孫 、 未 来 を 生 き る 世 代 の た め 、 新 宮 町

を こ れ ま で 以 上 に 「 住 ん で 良 か っ た 」 「 住 み や す く な っ た 」 と 思 わ れ る

よ う な ま ち づ く り に 邁 進 す る 所 存 で ご ざ い ま す 。 今 後 と も 、 町 議 会 の 皆

様 、 町 民 の 皆 様 の ご 理 解 と ご 協 力 を 賜 り ま す よ う 、 よ ろ し く お 願 い を 申

し 上 げ ま し て 、 平 成 ３ ０ 年 度 の 施 政 方 針 と さ せ て い た だ き ま す 。  


